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1  ご使用の前に・・
必ずお読みください。

火災、感電やけがを防ぐために、
以下の注意事項をお守りくださ

直射日光の当たる場所や、熱器具の近くに
置かないでください。

〆／一＼可
水の入った容器を置かないでください。

風通しの悪い所に置かないでください。

4  

本セットはDC13. 8V用です。大型車などの
24Vには直接接続しないでください。

ほこりや湿気の多い所に置かないでくださ

金属類や燃えやすいものを通風穴などから
入れないでください。

DC安定化電源を使用する場合、濡れた子で
電源プラグに触れないでください。

電源コードを抜き差しするときは、必ず電
源プラグを持って行ってください。

煙が出たり変な臭いがするときは、すぐに
電源プラグをコンセントから抜いて販売店
またはサービスセンターへご連絡くださ
し〉。

クリーニングのご注意
①お手入れの際は、電源プラグをコンセン
トから抜いてください。
②シンナーやベンジンなどで拭かないでく
ださい。
③汚れのひどいときは、水で薄めた中性洗
剤をご使用ください。

一V
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2  定格
TM- 241 TM- 2410 TM- 241S TM- 441 TM- 4410 TM441S TM- 541 

周波数範囲 M H z  144～146 430～440 ホ1

電ー 波 型 式 F3( FM)  
アンテナ インピーダンス 500 
使 用 ゐ／JI日11 度 範 囲 - 20℃～十60℃

般 電 源 DC13. 8V ±15%( 11. 7～15. SV) 
接 I也 方 式 マイナス接地

仕 消費電流
送信（最大） 3. 5A以下 S A以下 l l A以，下 3. 5A以下 S A以下 l OA以下 6 A以下

受信（無信号時） 0. 6A以下
周 波 数 安 定 度 ±l Oppm以下 ±3pprr叫l下

様 寸法（幅× 高さ× 奥行）（突起物を含む） *2 ：・ 140(141）× 40(42）× 110( 121) mm 可：140(141）× 40(42）× 160( 171) mm
重 量 0. 8kg 1. 0kg 0. 8kg 1. 0kg 1. 1kg 

HI  l OW 2 5W 5 0W l OW 2 5W 3 5W l OW 
送 送信出力 MI D 約rn「 約 l OW 約 l OW 約 l W 約 l OW 約 l OW

L OW 約0: 5W 約2 W 約5 W 約0. 5W 約2羽f 約5 W l W 
方＇！＞'F.ζ  調 方 式 リアクタンス変調

信 不 要 輯 射 強 度 60dB以下 - 50dB以下
最 大 周 波 数 偏 移 ±5kHz  

音日 変調ひずみ（ 6  0  % 変 調 時 ） 3 %以下
マイクロホンインピーダンス 6000 
受 信 方 式 ダブルスーパーヘテロダイン

~ ζ  中 間 周 波 数 第1I F: 10. 695MHz，第2IF: 455kHz ｜第1I F: 30. 825MHz，第2IF: 455kHz I  *4 
受信感度（ 1 2 d B S I N A D )  0. 16μV以下

｛言 選 択 度 - 6dB: 12kHz以上 - 60dB 24kHz以下（ただ、しTM- 541は36kHz以下）
ス ケ 1レ チ 感 度 O. l μV以下

部 低周波出力（ 5  % ひずみ時） 2 W以上（80負荷）
低周波出力インピーダンス 80 

つ：1260～1300 勺： TM- 241/ 441 *3 : TM- 241D/ S、TM- 441D/ S、TM- 541 *4：第l I F: 59. 7MHz，第2I F: 455kHz 
ご注意：1. J AI A（アマチュア無線機器工業会）で定めた測定法による。 2 定格は技術開発に伴い変更することがあります。
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3  付属品
マイクロホン • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 1  
D C電源コード（ヒューズ20A× 2) .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  1  
車載アングノレ • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 1  
スタックプレート
( TM- 441シリーズおよび1TM- 541のみ）
ねじセット

（平ワッシャー @. . . . . . . . . . . . . . . . . . .  4) 
（タッピングねじ併．．．．．．．．．．．．．．．．．． 4) 
（六角セムスねじ砂．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 4) 

六角ズパナ念二二二コ．．
保証書．
取扱説明書
J ARL入会申込書
予備ヒューズ

T お1-241 .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  4 A  
TM- 241D .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  l OA 
TM- 241S .  .. .  .  .  .  .  .  .  .  15A 
TM- 441 .  .. .  .  .  .  .  .  .  .  .  5 A  
TM- 441D/ S .  .  .  .  .  .  .  .  .  l OA 
TM- 541 .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  S A  

』迂意

2  
1  

1  
1  
1  
1  
1  

ダンボール箱などは、移動の際や、アフターサービスのご依頼時
などのために保管しておいてください。

6  

4  設置および接続
4・1 設置

4・1・1 車載アングルの取付け
1. 付属の平ワッシャーおよび

タッピンねじ（各 4個）で、車 珂「一一←ーT 「

載アングルを車体に取り付 l 目ゐ三三斗偽J f=!l, 
けてください l川 UJI 

2. トランシーパーに、付属の「てご「f っ
六角セムスねじ4本をゆる くドV 更
止めます。 ｜ ｜ 

3. 車載アングルの切り込みA に L 一一一一」
ねじを合わせ、切り込みに 図 A
沿って奥へ進めます。（図A)

4. 車 載ア ング ルの 切り 込み
Bに、ねじBを合わせます。

5. 車載アングルとトランシー
パーの取付け角度は、切り
込みBの位置によって、 3段
階選べます。（図B)

6. 付属の六角スパナを使って
六 角 セ ム ス ね じ を 聞 く 締 図 B
め、トランシーパを固定し （例車載アングJ レを下側に

ます。 取り付ける場合）

ご注意
1. 取付け位置は、安全性、操作性を考慮、して決めてください。
2. 振動で外れないように、しっかり取り付けてください。



4・2 接続
4・2・1 アンテナについて
トランシーパーの性能は、使用するアンテナに大きく
左右されます。
本機の性能を十分に発揮させるために、正しく調整さ
れた良いアンテナを使用してくださしユ。

本機のアンテナインピーダンスは500です。
アンテナとの接続には、 8D- 2V、RG- 8/ Uなど、 500系
の同軸ケーブルをご使用ください。

アンテナとトランシーパーの聞が長くなる場合は、低
損失の同軸ケーブノレ（10D- 2Vなど）をご使用ください。
また、同軸ケープやルとアンテナのインピーダンスマッ
チングをとり、アンテナ給電部でS WR = 1.5以下で使
用してください。
S WRが極端に悪い場合、本機の保護回路が動作し、送
信出力が低下したり、 TVI , BCIの原因にもなります。

』｝主意

火災、感電、人体への傷害、または機器への損傷に対する保護の
ために、避雷器をご使用ください。

4・2・2 車載
DC電源コードは、バッテリー端子に直接接続してくだ
さい。シガレットライタープラグは、電源の供給が不
安定で性能が保持できないことがありますので、おす
すめできません。帆

付属の I  I  LJ 宇＂＇
DCコード引事官

黒G

川
アンテナへ

』｝主意

1. ショート事故防止のため、バッテリーのマイナス端子にあら
かじめ接続されている線をいったん外してくださしh

2. 取付け、配線完了後、バッテリーのマイナス端子を接続して
ください。

3. ヒューズホルダーは、耐熱性のテープなどで巻き、水滴から
保護してください。

4. D C電源コードの引き回しは車の安全走行に支障のない所を選
んでください。

5. アンテナは車の電子制御装置から離して取り付けてくださ
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パ y テリーの配線は＠プラス， θ マイナスの極性に，主意して配線してください。

エンジンル ム・一一一同一一＋客室内
赤 色 ヒユ ズ ru l  

トランン
ーバーへ

タロメ y 卜などをイ聖って
D C電源コードが直接鉄
板の切り口に触れないよ
うにしてくださし、。

．ンヤーシの配線穴が小さい場合は，ヒューズホルダーを
分解して通してください。

4孟言霊 客室側

@: I !  
二白状態にして通す。． ヒューズ交換

ヒューズが切れた時は各コードがショートなどで損傷してい
ないかを確かめてから、指定容量のヒューズと交換してくだ
さしミ。・ィグニッションノイズ対策

8  

車種によって大きなレベルのイグニッションノイズが発生す
る場合は、車載用ノイズフィルター：P G・3 8またはPG- 3G、抵抗
入りスパークプラグなどの使用をご検討ください。

4・2- 3 固定局
固定局運用には 13. 8V直流電源が必要です。次のD C安
定化電源のご使用をおすすめします。

PS- 23( TM- 241/  441のみ）

PS- 33 
「一一一一

ご注意
1 電源を接続する前にトランシーパーおよびD C電源の電源ス

イッチをOF Fにしてください。
2. すべての接続が完了するまでDC電源のプラグをA Cコンセン

トに差さないでください。

ご注意：

極性を間違えないよう

に注意してください。

赤→＠
黒→θ

AC I OOV  
コンセント



5  操作
5・1 名称と機能
5・1・1 前面パネル

同調つまみ
周波数の可変および
各種の設定に使いま
す。詳しくは各操作
の項目を参照してく
ださい。

SQLつまみ
時計方向に回して、無信号時
のザーという音を打ち消すス
ケルチ動作に使います。

LOW/ DI  Mキー
送信出力を HI / MI D( TM-
241/441系のみ）／L OWに切り換
えます。
Fキーを押してF表示が点灯し
ている聞に押すと、ディスプ
レイおよびつまみ類のイルミ
ネーションの明るさを変える
ことができます。（48ページ）
Fキーを l秒以上押し、 F表示
が点滅している聞に押すとタ
イムアウトタイマーのON I  
OF Fができます。

(20ページ）

マイクロホン端子

VOLつまみ
音量を調節します。

POWE Rスイッチ
電源のON/ OF F を行います。
V F Oキー、M Rキーを押しなが
ら電源を入れると、それぞれ
V F Oリセット、M Rリセットに
なります。
また、マイクロホンのPFキー
に本体のキーをプログラムで
きます。
( PFキー 14ページ）

付属のマイクロホンを接続してください。
マイクロホン端子接続図（セットの正面から見た図）

①M IC 

④UP  

GND( MI C)  

⑥検波出力
( 100m V  / l OkO)  
およびデジタル信号入力
（アナログ回路接続時は必ず
直流カットしてください。）

⑤DC8V 150mA MAX.  
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VF O/ M砂Vキー

押すとV F O動作になります。同調つまみで周
波数が変えられます。

1秒以上押し続けると、バンドスキャンを開
始します。 (26ページ）

Fキーを押してF表示が点灯している聞に押す
と、メモリーチャンネルやコールチャンネル
の内容がV F O動作に移ります
（メモリーシフト）。 (24ページ）

F キーを1秒以上押して、 F表示が点滅してい
る聞に押すと、キャリアスキャンとタイムス
キャンが選択できます。 (25ページ）

このキーを押しながら電源を入れ、再度押す
と、コーノレチャンネルおよびメモリーチャン
ネルの内容を除くすべてのデータが初期設定
値になります（V F Oリセット）。（21ページ）

10 

MR / Mキー

押すとメモリーチャンネル動作となり、同
調つまみでメモリーチャンネルが選べま
す。

1秒以上押し続けると、メモリーチャンネ
ルスキャンを開始します。 (27ページ）

F キーを押して、同調つまみでメモリー
チャンネルを選び、 F表示が点灯している
聞に押すと、表示中の周波数がメモリーに
書き込まれます。 (22ページ）

メモリーチャンネル動作で、Fキーを1秒以上
押してF表示が点滅している聞に押すと、
そのチャンネルはロックアウト（またはロッ
クアウトの解除）されます。（27ページ）

このキーを押しながら電源を入れると、メ
モリーはすべて初期設定値に戻ります。

(21ページ）

MHz/ LOCIくキー

V F O動作の時押すと、 l OOkHz以
下の周波数表示が消えます。

この聞は、同調つまみまたはマイ
クロホンのUP / DWNスイッチ
で、周波数を1MHzステップで変
えられます（MHz モード）。
約10秒経っか、いずれかのキーま
たはP T Tスイッチを押すと解除さ
れます。

LOCKキ－
Fキーを押してF表示が点灯して
いる聞に押すと、前面ノTネルのF
キーを除く全てのキーおよび同調
つまみは動作しなくなります。
（マイクロホンのキーは動作しま
す。）再び繰り返すと解除されま
す。 (49ページ）

F キーを1秒以上押して、 F表示が
点滅している聞に押すと、オート
パワーオフ機能がON/ OF Fしま
す。 (48ページ）



CAL Lキー

コールチャンネ ルを
ON/ OF Fさせます。
RC- 10接続の場合
コントロールをRC- 10に移
すにはこのキーを押しなが
ら電源を入れてください。

(56ページ）

BEL L /  ALキー T ONE /  SHI FTキー

表示中の周波数に対す 11 押す たびに T 、CTCSS、
るベル機能をON/ OFF 11 OF Fに切り換わります。 T と
させます。 11 CTCSSでは、送信時にあら

かじめ設定されたトーン周
波数を付加します。

(47ページ） 11 (3oページ）

RE V t  S TEPキー DR / DTキー

シフト中またはスプ DT S S機能とページ
リットメモリー動作中 ング機能を切り換え
に、送、受信周波数を ます。 DTU- 2および
反転させるキーです。 DRU- 1が内蔵されて

いない時は周波数を

(29ページ） 音階でお知らせしま
す。 (33ページ）

次項の操作は、はじめにFキーを押し、 F表示が出ている間（10秒間）に、該当のキーを押してください。

表示中の周波数をコール｜｜アラート機能をON I  
チャンネル周波数に書換え II OF Fさせます。
ます。

(24ページ） 11 (19ページ）

受信周波数に対して送信周
波数をシフトさせます。
シフト幅

T 恥1-241 ±600kHz  
TM- 441 ± 5乱1:Hz
TM- 541 ±20MHz  

(29ページ）

動作中の周波数ステッ
プが表示されます。同
調つまみ等で周波数ス
テップを変更できま
す。

(16ページ）

A L T機能をON/ OF F
させます。
( TM- 541のみ）

(19ページ）

次項の操作は、はじめにFキーを l秒以上押し、 F表示が点滅している聞（10秒間）に、該当のキーを押してください。

プログラマブルV F Oの下限
周波数を設定します。

(17ページ）
DT S SまたはページングON
時ディレ一時間の変更がで
きます。 (33ページ）

プログラマブ勺レV F Oの
上限周波数を設定しま
す。 DT S Sまたはペー
ジングがONのときは
動作しません。

(18ページ）

トーン周波数が表示されま
す。その聞は、同調つまみ
等で、周波数を変更できま
す。

(30ページ）

ビープ音をON/ OF Fさ11 DRU- 1（別売）をつけ
せます。 ｜｜た時， DRS 機能を

ON/ OF Fさせます。

(49ページ） (34ページ）
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動作中のメモリーチャンネル番号を示しま
す。（チャンネルナンパーは、最後に操作し
た番号が表示されます。）＊印がついている
時はロックアウトされています。コールチャ
ンネル中は、 C表示が点灯します。

Fキーが押されている状態であることを示し
ます。 10秒以内につぎの動作を行なってくだ
さい。

⑪ Cl  Cl  *c; c;  

⑫F  

5・1-2

⑫ 

⑪ 

⑩ 

⑭ ⑬ ⑩ 
ディスプレイ
① ⑫⑩  

②
③
④
⑤
⑥
 

⑬§ ベノレ機能がO Nの時点灯します。信号を受信
すると、点滅になります。

⑭ C T C S S  TSU- 6（別売）をつけた時．「 トーの一致したー賭する
トーンスケルチ動作中であることを示しま
す。
トーンがO Nの時、点灯します。

メモリーチャンネ Jレ1を5秒ごとにモニターす
るアラート動作中であることを示します。

⑮ A L  

リパース動作中であることを示します。

トーン周

受信周波数に対する送信周波数の十ーを示
します。表示なしは、送・受の周波数が同じ
（シンプレックス）です。スプリットチャンネ
ル中は 十が、同時に点灯します。

＋ ⑬ －  

( TM- 541のみ）A L T機能がO Nの時点灯しま
す。

DT S S機能がO Nの時点灯します。

DRU- 1（別売）を着けた時DR S動作時に点灯し
ます。

A P O機能がO Nの時点灯します。

スケルチが聞いている時、点灯します。

受信時はSメータ一、送信時はR Fメーターに
なります。

送信している時、点灯します。

送信出力が、 L OW（またはMI D）であることを
示します。表示なしはHIです。
タイムアウト・タイマー機能がO Nの時、点灯
します。

②4 固E ’
③D T S S  

④ D R S  

⑤ A P O  

⑥mm函
⑦四~，~，・ H ・－国国・

⑮ R E V  

⑫：ss.8.8.88.s 送・受信周波数、周波数ステップ、
↑  波数等を表示します。

スキャン中は点滅しま、す。
⑧ E旦且E 且出量

⑨ L O W M旧

⑩日
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5・1-3 背面パネル ＠
 

膨仏閣晴
∞

①アンテナ端子

②電源コネクター

③ヒューズホルダー

TM- 241:  4 A 
TM- 241D:  I OA 
TM- 241S:  15A 

指定のコネクターで、インピーダンス500のアンテナに接続してください。
TM- 241/ 241D/ 241Sおよびt TM- 441/ 441D/ 441SはM型コネクター
T M・541はN型コネクター

付属のD Cコードを介して、 13. 8Vの直流電源に接続してくださしユ。 D Cコードは、赤
が＋極、黒が極です。

ヒューズは下記のとうりです。

T 乱1-441: 5 A 
T お1-441D: I OA 
TM- 441S:  I OA 

TM- 541:  S A 

④外部スビーカー用端子 インピーダンスは80です。
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5- 1- 4 マイクロホン

,,, 

a: ②UP / OWN（アップ／ダウン）スイッチ
送受信周波数、メモリーチャンネル、周波数ス
テップ、トーン周波数をアップまたはダウンさ
せるスイッチです。押し続けると連続して変化
します。また、スキャンの方向が選択できま
す。

③PTT（プッシュ・卜ゥ・トークスイッチ）
押している問、送信状態になります。また、ス
キャン、周波数ステップの選択、トーン周波数
選択中にこのスイッチを押すと、その動作が解
除されます。

④CAL Lキー
コールチャンネルをON/ OF Fで、きます。

⑤VFOキー
V F O動作に切り換わります。

14 

⑥MRキー
メモリー運用に切り換わります。

⑦PF（プログラマプル・ファンクション）キー
本体前面パネルの下記（A）のキーを押しながら
P OWE Rスイッチを入れると、このキーは下記
( B）のキーと同じになります。

(A)  ( 8)  

MHz / LOCIく キー MHz / LOCIく キー
F  キー モニター キー
BELL/ AL キー BELL/ AL キー
TONE/ SHI FT キー TONE/ SHI FT キー
REV/ STEP キー REV/ STEP キー
DR/ OT キー DR/ OT キー
LOW/ DI M キー LOW/ DI M キー

初期設定はMHz / L OCKキーです。
モニター：このキーを押すごとにスケルチ動作がON/

OF Fします。
モニターは、 CTCSS, DT S S，および、ペー
ジング機能に関係なく動作します。

⑧L OCKスイッチ
P T Tスイッチ以外のマイクロホンのすべての
キーは動作しなくなります。（本体のキーはロッ
クされません）



5・2 受信

5・2・1 受信のしかた
1. 次のようにつまみおよびスイッチをセットしてくだ

さい。
P OWE Rスイッチ : OFF 
V OLつまみ ：反時計方向いっぱい
D C電源の電源スイッチ（固定局の場合） : OFF 
S QLつまみ ：反時計方向いっぱい

2. D C電源の電源スイッチ、続いてトランシーパーの
P OWE RスイッチをO Nにします。

r 」~~叩一」 ~~~a~e- J  ~千円竺 ） 

3. V OLつまみを回すとノイズまたは信号が聞こえてき
ます。聞きやすい音量にセットしてください。

4. 同調つまみで信号のない周波数を選びます。

5. S QLつまみを回してノイズカヨ消える点にセットして
ください。

6. 希望の受信周波数にセットします。信号が入ると
BUS Y表示が点灯し、 Sメーターが振れます。

7. 電源を切る時は、トランシーパーの P OWE Rスイッ
チ、つづいてD C電源の電源スイッチをOF Fにして
ください。

5・2-2 周波数の選択
送・受信周波数は、 V F O、メモリーチャンネルおよび
コールチャンネルで選択できます。
（メモリーチャンネルとコールチャンネノレの書き込み 22, 24ページ）

・動作の切り換え
V F O動作、メモリーチャンネル動作、コーノレチャンネ
ル動作は下図のキーを押すことにより切り換わりま
す。

VF O動イ乍

MRキー CAL Lキー

CAL Lキー
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evFo動作
1. V F O/ M砂V キーを押してV F O動作にします。

2. 同調つまみまたはマイクロホンのUP / DWNス
イッチで希望の周波数にします。
V F Oの可変範囲はMHz単位で任意に設定でき
ます。：プログラマブノレV F O (17ページ）

．メモリーチャンネル動作
1. トランシーノてーまたはマイクロホンのお1R/ M

キーを押します。ディスプレイパネルにメモ
リーチャンネノレが表示されます。

2. 同調つまみまたはマイクロホンのUP / D羽TNス
イッチで希望のメモリーチャンネルにしま
す。

．コールチャンネル動作
1. トランシーノてーまたはマイクロホンの CAL L

キーを押します。ディスプレイパネルにコー
ルチャンネル表示“ C ” とコールチャンネル周
波数が表示されます。

2. 再びCAL Lキーを押すと、呼び出し前の状態
にもどります。

5・2- 3 周波数ステップの選択
周波数ステップは、 20kHzに初期設定されています。
下記の手順により変えることが出来ます。

1. V F O/ M’ V キーを押してV F O動作にします。
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2. Fキーを押します。ディスプレイパネルにF表示が約
10秒間点灯します。この聞にREV/ S T EPキーを押し
ます。

3. ディスプレイパネルに現在の周波数ステップが表示
されます。

4. 同調つまみを回すか、マイクロホンのU P / D WN ス
イッチを押して希望の周波数ステップを選んでくだ
さい。周波数ステップは下表のとおりです。

5己 10戸 15 己 20? 12. 5? 25

TM- 241/ D/ S 0  0  0  。×  ×  

T 乱1- 441/D/S 0  0  0  。。。
TM- 541 ×  。×  。。。
5. 設定後10秒経っか、または前面パネルのいずれかの

キーを押すと、 V F O動作にもどります。



TM- 441/ 541シリーズの場合、 12. 5kHz, 25kHz と、その
他のステップを切りかえた場合の周波数補正は、下表
のとおりです。

5, 10, 15, 20かち 12. 5, 25へ

0, 5, 10, 15 。
20, 25, 30, 35 25 

40, 45, 50, 55 50 

60, 65, 70, 75 75 80, 85, 90, 95 

12. 5, 25から5, 10, 15, 20へ。 。
12. 5 10 
25 20 
37. 5 30 
50 50 
62. 5 60 
75 70 
87. 5 80 

例： 439. 920MHzで運用中、周波数ステップを 20kHzス
テップから 12. 5kHzステップに切り換えると、周波
数は 439. 920MHz に12. 5kHz を足した 439. 9325MHz
ではなく、 439. 925MHz になります。

T
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同調つまみを回すと新しく設定したステップで周波数
が変化します。

5・2-4 プログラマプルVFO
( VFO動作の可変範囲設定）

V F O動作の可変範囲を、 MHz単位で任意にプログラム
する機能です。
例. 432MHz台から 435MHz台を希望する場合：

430. 000 432. 000 436. 000 439. 995 

・下限周波数の設定
1. V F O/ M砂V キーを押してV F O動作にします。同調つ

まみ等で表示を432. 000～432. 995の問にします。

’ftずQ""・r 回叩

｜可32. 500

＠。①＠。88° 8
2. F キーを1秒以上押し続けます。ディスプレイパネル

にF表示が点滅します。

17 



・上限周波数の設定

4. 次に同調ツマミ等で周波数を 435. 000～435. 995の間
にします。
上 限の周波 数が 1MHz 以上離れている場合は
MHzモードを使用すると便利です。

MHzキーを押して同調ツマミを回すと周波数は
MHz単位で可変できます。

5. F キーを1秒以上押し続けます。ディスプレイパネル
にF表示が点滅します。

6. F表示が点滅している間（約10秒）に、 BE L L / ALキー
を押します。 F表示は消え、上限の周波数が設定さ
れました。

18 

7. 同調つまみを回して、 V F O動作で変えられる周波数
範囲が設定したとおりになっていることを確かめて
ください。（例は、 20kHzステップの場合）

。＂Q"Q'"・r 回同 (  (  

｜吋12.aaa I~ 竺 I ' -135.980 
θ 。①＠。⑪⑪08-

下限周波数 上限周波数

8. プログラマブルV F Oを解除するには、電源を切り、
V F O/ M砂V キーを押しながら電源を入れ、もう一度
V F O/ M砂V キーを押します。

ご注意
プログラムV F Oの可変範囲の設定はDT S Sまたはペー
ジングはOF Fで行ニってください。 DT S Sまたはページ
ングがO Nの時はV F Oの可変範囲の設定はできませ
ん。



5-2-5 アラート
メモリーチャンネル1を約5秒ごとにモニターし、その
周波数が受信中（BUSY : ON）であればビープ音でお知ら
せします。

アラート動作中は約5秒ごとに約0.2秒間、 V F Oでの受
信中の音声が中断されます。

1 モニターしたい周波数をメモリーチャンネル1にい
れます。

2. SQLつまみをまわし、雑音が消える位置にあわせま
す。

3. Fキーを押します。ディスプレイパネルにF表示が点
灯します。 F 表示が点灯している間（約 10 秒）に
BEL L / ALキーをt甲します。

4. ディスプレイパネルに A L表示が点灯し、メモリー
チャンネノレ1のモニターを開始します。

』｝王意
メモリーチャンネル1のCTCSSおよび、DTSS : ON/ OFF
にかかわりなく、 BUSY: ONで、ビープ音が出ます。

5. 再び1 を繰り返すと、アラートは解除されます。

5・2・6 AL  T( Aut o Lock Tuni ng)  
( TM・541のみ）

受信周波数と相手局の送信周波数にずれが生じると、
歪や雑音が感じられます。このような場合にA L T機能
を動作させると、自動的に受信周波数を補正します。

1. Fキーを押します。ディスプレイパネルにF表示が点
灯します。

2. F表示が点灯している間（約10秒）にDR/ DTキーを押
します。ディスプレイパネノレにA L T表示が点灯し、
A L T機能が動作していることを示します。

矢印は、受信周波数を基準にした、相手局の送信周
波数のずれの方向を示します。

3. 再びF キーを押してDR/ DTキーを押すと、 A L T機能
は解除され、 A L T表示も消えます。

ご注意
受信周波数を補正しても、周波数表示は変わりませ
ん。
DT S SまたはページングがONの時はA L T設定モード
にならず、 DT S S設定モードとなります。
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5・3 送信

5-3・1 送信のしかた
1. 希望の周波数を選択します。
2. L OW/ DI Mキーを押して希望の送信出力を選択しま

す。
'Q'Q''Q"・r 回向 1刊でラ；！脇町
五弘 ｜ 可32.5a  a  I  ' - . J  

、＝次~①＠。＠＠。⑪二

3. マイクロホンのP T Tスイッチを押します。ディスプ
レイパネルにON AI R表示がつき、 R Fメーターが振
れます。

4. マイクロホンに向かってお話しください。マイクロ
ホンと口もとの間隔は5cm位が適当です。声が大き
すぎたり、マイクロホンに近づきすぎると、送信信
号が大きくひずみます。遠すぎると弱くて聞きとり
にくくなります。

5. P T Tスイッチをはなすと、受信状態に戻ります。
ON  AI R表示が消え、メーターはSメーターにかわり
ます。
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ご注意（T M・541のみ）：
移動する局として免許をうけたアマチュア局が常置場所以外で電
波を発射する場合、空中線電力は l W以下に制限されています。
L OW/ DI Mキーを押して、送信出力をL OWに切りかえてくださ
し＞o

ご注意：
1. 送信する前に、低SWR( l . 5以下）のアンテナが接続されている

ことを確かめてください。
2. 送信する前に必ずその周波数を受信し、他局が交信していな

いことを確かめてください。
3. ハイパワーで長時間送信すると、機器の温度が上昇し、故障

の原因となることもありますので、ご注意ください。

5-3・2 タイムアウトタイマー
( TOT：送信時間の制限）

連続の送信時間を30分に制限することができます。

1. F キーを 1秒以上押した後L OW/ DI Mキーを押しま
す。 T表示が点灯します。

3. 設定の解除は同じ操作を繰り返します。



5-4 メモリー
5-4・1 メモリーの保持
メモリーの保持は、内蔵のリチューム電池で行なって
います。従って電源スイッチを切ってもメモリーは保
持されます。
前にメモリーした周波数等が消えて初期設定値になる
ようでしたら、リチューム電池の寿命（約5年）です。ご
購入店または当社サービスセンターで電池を交換して
ください（有料）。

5-4・2 メモリーの初期設定値（工場出荷時）

VFO、メモリーチャ
ンネル1、コール

チャンネルの周波数
VFO周波数ステップ
メモリーチャンネル

トーン周波数

5. 4. 3 リセット
．メモリーリセット

TM- 241 TM- 441 

145. 000 433. 000 
MHz  MHz  

20kHz  20kHz  
l CH l CH 

88. 5Hz 88. 5Hz 

T M・541

1295. 000 
MHz  

20kHz  
l CH 

88. 5Hz 

メモリーに書き込まれている内容およびコールチャ
ンネルの内容をすべて初期設定値にします。

1. 電源スイッチをOF Fにします。

2. MR / Mキーを押しながら電源スイッチをO Nにしま
す。

3. MR / Mキーを放すと、メモリーは全て初期設定値に
なります。

ev Foリセット
メモリーチャンネルおよびコールチャンネノレの内容
を除く、全ての設定値を初期設定値にします。

1. 電源スイッチをOF Fに
します。

TM- 441の場合
A  L O C K  R E V  +  A L  C T C S S  .,1,口

2. V F O／乱f砂V キーを押し
ながら電源スイッチを
O Nにします。

意 ER r吋可 I i:;gg-
－・・・・・圃・・・・圃・・・ E国盟週

このままでは送受信動作はしません。
3. もう一度V F O/ M砂V キーを押します。

5. 4. 4 メモリーチャンネル
メモリーできるチャンネノレ数は、 20チャンネル（ただし
DR Sユニット使用時は18チャンネル）です。
下記のチャンネルは、通常のメモリーチャンネルとし
ての機能以外に次のような機能があります。

CHl  アラートチャンネルとしてモニ
ターされます。

CH7～10 送受信それぞれ異なった周波数が
メモリーできます。（スプリットメ
モリー）

CH11 プログラムスキャンの下限周波数
になります。

CH12 プログラムスキャンの上限周波数
になります。
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5-4・5 メモリーの内容
各メモリーチャンネ／レにメモリー出来る内容は下記の
とおりです（0 ：メモリー出来る、×：メモリー出来ない）。

DR Sユニッ卜なし、 DT MFユニットあり
CHI - 3  CH4～ 6  CH7～ 10 CHl l ～ 20 

周波数（シンプレック 。。。。
ス）
周波数（スプリット） ×  ×  。 ×  
トーン／CTCSS周波数 。。。。
トーン／CTCSS ON/ OFF  

VF O周波数ステップ 。。。。
シフト、 REV ON/ OF F  。。×  。
DTSSコード、 DTSS 。 ×  ×  ×  ON/ OF F  

DR Sユニットあり、 DT MFユニットなし
CHI - 3  CH4～ 6  CH7～ 10 CHl l ～ 18 

周波数（シンプレック 。。。。
ス）
周波数（スプリッ卜） ×  ×  。 ×  
トーン／CTCSS周波数 。。。。
トーン／CTCSS ON/ OFF 

VF O周波数ステップ 。。。。
シフト、 REV ON/ OFF  。。×  。
DTSSコード、 DTSS 。×  ×  ×  ON/ OF F  
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5・4・6 メモリーの書換え
・通常のメモリーチャンネル

1. 同調つまみ等で希望の周目 f

波数を選びます。 ｜限：・＂・r ' !39.92[1 r  
必要に応じて他のデータも設定し l I  /i 羽 l J  

ます。
（例. 439. 920マイナスシフト）

2. F キーを押します。ディス L －  
プレイパネルに F 表示と最｜陀 ~Q""'i ' /39.92[1 ' F 8  ]'°'( 
後に操作したメモリーII( 可 i I  
チャンネ／レ番号が点灯し i 、~く θ 。の＠。＠ θoH::
ます。（例. SCH)

3. F表示が点灯している間（約
10秒）に、同調つまみまた
はマイクロホンの
UP / DWNスイッチで希望
のメモリーチャンネルを
選びます。（例. 5CH)

4. メモリーチャンネル設定
後10秒以内にMR / Mキーを
押します。 F 表示とメモ
リーチャンネル番号は消
え、書き込み前の動作に
戻って、メモリーチャン
ネルの書換えは完了しま
す。

’g' 'Q"'Q＂＂・「 一 回一 rt 
｜吋39.!32[1 F  5  I  '  

θ。① 8°8θ モT

0~ マ iLI(



．スプリット・メモリーチャ
ンネル

。受信周波数の設定

1. 同調つまみかマイクロホ
ンのUP / DWNキーでで希
望の受信周波数を選びま
す。必要に応 じて他の
データも設定します。
（例. 432. 500MHz)

2. F キーを押します。ディス
プレイパネ lレにF表示と最
後に操作した メモリー
チャンネノレ番号が点灯し
ます。

3. F表示が点灯している問（約
10秒）に、同調つまみまた
はマ イク ロホンの
UP / DWNスイッチでメモ
リーチャンネノレ7～10の1つ
を選びます。（例. l OCH)

4. メモリーチャンネル選定』「 ー
後 10 秒以内に MR/M キーを｜陀 ~Q""·r ' 13c.500 r  
押します。 Ill「 市 l JS< 

F表示は消え、受信周波数l、当9C.'8。①＠。＠＠。＠
の設定は完了します。

。送信周波数の設定

5. 受信周波数設定後約 10秒
以内（＊）に、同調つまみ等
で送信周波数を設定しま
す。（例.432. 700MHz )  
（つこのまま 10秒以上経った場
合、またはMR / Mキーを押した場
合は、送信周波数は受信周波数と
同じになります。

6. 乱1R/ Mキーをf甲します。ス
プリットチャンネルの設
定は完了します。

。スプリットチャンネルの
確認

7. 確認のため、 MR / Mキーを
押してスプリットチャン
ネルを呼び出します。受
信周波数と ＋表示が点灯
します。

8. R E Vキーを押して、送信
周波数を確認します。

言語扇電量忌

隠:N'MXi>"
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．コールチャンネル
1. 同調つまみ等で希望の周

波数を選びます。
必要に応じて他のデータも設定
します。
（例. 439. 920マイナスシフト）

σ＇Q"'Q""・r 画面面γ 1  
｜吋39. 920 I  

θ 。の＠。88° 8

3. F 表示が点灯している間I 「 一一

（約 10 秒）に、 CALL キーを l 陀 ~Q·"·r 日目za' r  
押します。 Ill「 市！ ”  Is 
F 表示は消え、新しく設定 j 、＃（~。の θ 。＠＠。＠
したコールチャンネル周
波数になります。

5-4・7 メモリーの呼び出し
V F Oモードおよびコールチャンネル動｛乍時に、 MR / M
キーを押すとメモリーを呼び出せます。同調ツマミま
たはマイクロホンのUP / DWNキーで希望のメモリー
チャンネルにします。
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5-4・8 メモリーシフト
ディスプレイパネルに表示中のメモリーチャンネル、
またはコールチャンネルの内容を、 V F O動作に移す機
能です。

1. メモリーチャンネル動作
またはコールチャンネル
動作の状態から F キーを押
します。
ディスプレイパネルにF表
示が点灯します。（例. 5CHの
439. 920MHzマイナスシフトを
V F Oに移す。）

2. F表示が点灯している間（約
10秒）に、 V F O/ M砂V キー
を押します。
F 表示は消え、メモリー
チャンネルまたはコール
チャンネルの内容が V F O
動作に移ります。
この状態から同調つまみ
ま た は マ イ ク ロ ホ ン の
UP / DWNキーで周波数が
変更できます。



5・5 スキャン
スキャンは、 V F O周波数またはメモリーチャンネルを
自動的に変えながら受信する時に使用します。

スキャンをさせる時はベル機能をOF Fにしてくださ

5-5-1 スキャンの種類

1. バンドスキャン

バンドの全域をスキャンします。（V F Oモードで
機能します。）
プログラマブノレV F Oが設定されているときは、
指定された帯域のみスキャンします。

2. プログラムスキャン

メモリーチャンネル11 と12に書き込まれた周波
数の聞をスキャンします。（V F Oモードで機能し
ます。）

3. メモリースキャン

メモリー1～20チャンネルのうち、周波数がメモ
リーされているチャンネルのみスキャンしま
す。ただしロックアウトされたメモリーチャン
ネルはスキャンしません。
（メモリーチャンネルモードで機能します。）

5-5- 2 スキャン再開条件
・タイムオベレートスキャン

信号を受信するとスキャンは一時停止します。
信号のある、なしにかかわらず、約5秒後にス
キャンを再開します。

初期設定はタイムオベレートスキャンです0

・キャリアオベレートスキャン

信号を受信するとスキャンは停止します。信号
がなくなると、約2秒後にスキャンを再開しま
す。

ご注意
CTCSSがON時はCTCSS信号も一致した局にのみ停止します。
DTS SがON時はいったん停止し DTS Sコードが一致した局のみ
スケルチが聞きます。

スキャン再開条件の変更

1. F キーを 1秒以上押し続けます。 F表示が点滅をはじ
めます。

2. F表示が点滅している間（約10秒間）にV F O/ M砂V キー
をf甲します。

3. 1.2の動作を繰り返すたびに、タイムオベレートス
キャンとキャリアオベレートスキャンが切り換わり
ます。表示は出ません。
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5- 5- 3 バンドスキャン
1. S QLつまみを雑音の消え

る位置に合わせます。 l 秒以上押す

2. V F O/ M砂V キーを1秒以上
押し続けます。

3. MHz表示のドット（・）が点
滅し、スキャンを開始し
ます。

4. スキャンは U P方向にス
タートします。同調つま
みまたはマイクロホンの
UP / DWNキーで方向を変
えられます。スキャンス
テップは、スキャン開始
時の周波数ステップと同
じです。

5. 信号が入るとスキャンは
停止します。その後は選
択されたスキャン再開条
件に従います。

6. スキャンは、マイクロホ
ンのP T Tスイッチまたは
いずれかのキーを押すと
終了します。
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点滅

5- 5- 4 プログラムスキャン
1. S QLつまみを雑音の消え

る位置に合わせます。

2. スキャンさせたい周波数
の低い方の値をメモリー
チャンネル 11 にいれま l －一一－ "  
す。（例439. 020MHz)

3. スキャンさせたい周波数f
の高い方の値をメモリー｜ ザ39. 920
チャンネル 12 に入れま I s•ae - ,  a  s  ,  s ー
す 。、
（例. 439. 920MHz)

4. V F O周波数をメモリー
チャンネノレ11の周波数と
12の周波数の聞にしま L m e  - ,  a - s ヲ B ロ四一

す。（例. 439. 500MHz)

T  

吋39. 020 ，， ，， 

ー川」
了

ザ39. 500
｜秒以上押す

5. V F町MIJiil,Vキーを1秒以上1ム門戸＂＂＇， 剛山 γ  

II f魯＂9"'Q""'r r  押し続けます。 MHz表示l円二；田｜ 吋39. 500 I  
のドット（・）が点滅し、ス Ill (  1  I  ・・ － ，』＝＝－ 点滅 L
キャンを開始します。 l 、＝次： eo ①＠。＠＠。 8~

6. スキャンはDP方向にスタートします。同調つまみ
またはマイクロホンのUP / DWNスイッチで方向を変
えることができます。

7. 信号が入るとスキャンは停止します。その後は選択
されたスキャン再開条件に従います。

8. スキャンは、マイクロホンのP T Tスイッチまたはい
ずれかのキーを押すと終了します。



ご注意
1. チャンネ lレ11と12の周波数ステップとV F Oの周波数ステップ

が異なっている場合は、チャンネル11にメモリーされている
周波数ステップでバンドスキャンになります。

2. メモリーチャンネル11の周波数が12より高い場合および同じ
場合、はバンドスキャンになります。

3. メモリーチャンネル11のステップが12と異なっている場合
は、ノTンドスキャンになります。

5・5- 5 メモリースキャン
1. S QLつまみを雑音が消え ｜秒以上押す 点滅

る位置に合わせます。 II 由一
2. MR / Mキーを1秒以上押し同！：° ＂ ・・r 可 3 弛 ~5

ます。 MHzのドット表示日r 、I ,._ . コ. . 開 I  

（・）が点滅し、スキャン到、~·人人士士一

開始します。

ご注意
1. メモリーチャンネルが1つの時はスキャンしません。
2. メモリーロックアウトされているチャンネルは飛ばします。
3. 周波数がメモリーされているチャンネルのみスキャンしま

す。

3. メモリーチャンネルを、 1～ 20（※）へ順次スキャンし
ます。
（※） DRSユニットが組み込まれている場合は l ～18 チャンネル

までです。
4. 信号が入るとスキャンは停止します。その後は選択

されたスキャン再開条件に従います。

5. スキャンは、マイクロホンのP T Tスイッチまたはい
ずれかのキーを押すと終了します。

5- 5- 6 メモリーチャンネルのロックアウ卜
任意のメモリーチャンネノレを、メモリーチャンネルス
キャンの対象から一時的に外す機能です。

1. MR / Mキーを押して、メ
モリーチャンネル動作に
します。

2. 同調つまみまたはマイク
ロホンのUP / DWNスイッ
チでロックアウトさせた
いメモリーチャンネルを
選択します。（例15CH)

3. F キーを1秒以上押し続け
ます。ディスプレイパネ
ルに F 表示が点滅しま
す。この間（10秒）にM R I  
M キーを押します。

4. ディスプレイパネルに＊
マークが表示され、その
チャンネノレはロックアウ
トされました。

5. 2～4を繰り返すと、最大
全てのチャンネノレをロッ
クアウトできます。

ザ3302[ 1 *  /5 

6. ロックアウトされたチャンネルの解除は、 1～3を繰
り返してください。
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5・6 レピータ－
UH F帯では、遠く離れた局どうしの交信ができるよう
に、ピノレの屋上や山の上などの見通しの良い場所にレ
ピーター（自動中継局）が設置されています。
一般的に 430MHz帯のレピーターは、受信と送信の周
波数が5MHz、1200MHz帯は 20MHz離れています。ま
た、信号に 88. 5Hzのトーンが付加されている場合に動
作します。
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，釧質問

5・6・1 レピーターの運用
本機はオートレピーターオフセット機能を採用してお
り、下記周波数表示になると自動的にーシフト、トー
ンO Nの状態になります。

TM- 441の場合：439MHz台のとき－ 5 MHzシフト
TM- 541の場合：1290～2 MHz台のとき－ 20MHzシフト

TM- 441の場合、受信周波数をレピーターの周波数
（例. 439. 920MHz）にして送信すると、送信周波数は、
5MHz シフトした周波数（例. 434.92。MH z）になり、同時
に内部の88. 5Hz（初期設定）のトーンがO Nになります。
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可39. 920国型・・・ー......... ！！・
ザヨザ. 920

府間四回田町圃園田 ElilDllll

受信時 送信時

1. V F O/ M惨V キーを押してV F O動作にし、希望するレ
ピーターの周波数を選択します。

2. ーシフト、トーンO N（周波数88. 5Hz）を確認します。
（シフト 29ページ、トーン周波数30ページ）

ご注意
送信する前に必ずその周波数を受信し、他局が
交信していないことをお確かめください。

3. マイクロホンのP T Tスイッチを押します。ディスプ
レイパネルにO N AI R表示がつき、 R Fメーターが振
れます。

4. マイクロホンに向かつてお話ください。マイクロホ
ンと口もとの間隔は5cm位が適当です。

ご注意
声が大きすぎたり、マイクロホンにちかづきす
ぎると、送信信号が大きくひずみます。また、
遠すぎると弱くて聞きとりにくくなります。

5. P T Tスイッチをはなすと、受信状態に戻ります。
O N  AI R表示とR Fメーターも消えます。



5- 6- 2 リバース
レピーターを使用した交信中に、相手局と直接交信で
きるかどうかをチェックするために、送・受信周波数を
反転させる機能です。
シフト中、またはスプリットチャンネル使用中、
REV/ STEPキーを押すと、送・受信の周波数が入れかわ
り、 R E V表示が点灯します。もう一度REV/ S T EPキー
を押すと、リパースは解除されます。

439. 920MHz、ーシフトの例

REVキー PT Tスイッチ PT Tスイッチ
OF F  ON  

OF F  T  T  

吋39.92l l リザ.92l l
一ー』 tー」ーー－ 3 - 5 - 7－ーーー早ーー一口S C岡ーー・ 里担哩事里司~，~！！~ EI盟国

ON  - R E V  T  - R E V  T  

リザ.9c'll ザ39.9c' ll
ー－ 1 - 3 - 5－一一7 - 9 - 0 V E A - 里甲里甲里事里担，旦！！里 E Bml

バンドエッジを越える場合は、リパースにはなりませ
ん。

5- 6- 3 シフト
受信周波数に対して送信周波数を、＋または一方向に
シフトさせる機能です。各バンドごとのシフト幅は下
記のとうりです。

TM- 241/ D/ S ±600kHz 
T 乱1- 441/D/S 土5MHz
T 恥1-541 ±20乱1Hz

F キーを押して TONE / SHI F Tキーを押すと、そのたび
に十、一、シンプレックス（表示はしません）に切り換
わります。
ご注意
バンドエッジを越えるシフトが設定された場合は、
送信できません。

5・7 卜ーンスケルチ（CTCSS )

5・7・1 卜ーンスケルチ動作の設定
トーンスケルチとは、自局と相手局のトーン周波数が
一致した時だけ受信させる機能です。
CTCSSユニット TSU- 6（別売）を取り付けたときのみ有
効です。 TSU- 6をつけていない場合は、 CTCSS表示は
点灯しますが、 CTCSS動作は行いません。

1. あらかじめ相手局のトーン周波数と同じトーン周波
数を選択しておいてください。
（トーン周波数（CTCSS周波数））の選択次項）
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2. T ONE  / SHI FTキーを押すたびに、下記のA→B→Cに
切り換わります。
A.  トーン：OF F CTCSS: OFF 
B. トーン：ON CTCSS: OFF( T表示が点灯）。
C. トーン：O N CTCSS: ON( CTCSS表示が点灯）。

表示なし一一’ T  --------- CTCSS 

CTCSS表示が点灯するまでT ONE / SHI FTキーを押
してください。

芯k;ョぞ： ro~:o::_o 

トーンスケルチが機能している時は、 S QLつまみを
反時計方向にまわしきっても、ノイズは出なくなり
ます。

3. ト ーンス ケ ルチ動作を解 除する場合は、
TONE/ SHI F Tキーをもう一度押してください。
CTCSS表示が消えます。

ご注意
T ONEをONにすると、送信中は常にトーン周波数
が付加されます。 T Sむ－ 6を取り付けていない場合
でも、トーン信号を送信することは出来ますの
で、相手局のトーンスケノレチを開くことは出来ま
す。
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5・7・2 トーン周波数（＝ CT CS S周波数）の選択

1. F キーを 1秒以上押しま
す。ディスプレイパネル
にF表示が点滅します。こ
の間（10 秒間）に T ONE I  
SHI F Tキーを押します。

2. ディスプレイパネルに
トーン周波数が表示され
ます。

3. 同調つまみまたはマイク
ロホンのUP / DWNスイッ
チで、トーン周波数は 1ス
テップづっ変わります。
内蔵のトーン周波数は右

67. 0 
71. 9 
74. 4 
77. 0 
79. 7 
82. 5 
85. 4 
88. 5 
91. 5 
94. 8 
(97.4) 
100. 0 
103. 5 

’  E ’ e曹司－甲－
107. 2 167. 9 
110. 9 173. 8 
114. 8 179. 9 
118. 8 186. 2 
123. 0 192. 8 
127. 3 203. 5 
131. 8 210. 7 
136. 5 218. 1 
141. 3 225. 7 
146. 2 233. 6 
151. 4 241. 8 
156. 7 250. 3 
162. 2 

去の 38 波です。（初期設（97. 4Hzは送信時のみ動作し
定：88. 5Hz) ます。）

4 選択後10秒経っか、いづれかのキーを押すと、トー
ン周波数の設定は完了し、もとの動作に戻ります。

ご注意
1. CTCSSは、トーンスケルチ・ユニット TSU- 6（別

売）をつけた時のみ動作します。
2. レピーターによる交信、またはトーンスケルチ

( CTCSS）以外は、 T ONE 機能はOF Fにしてくだ
さい。



5・8 DT S S（デュアルトーンスケルチシステム）
[ DTMFユニット DTU- 2（別売）組み込み時］

DTSSはある特定の局を呼び出したり、待ち受けする
機能です 0 . 自局のDT S Sコードと、同じコードの信号
を受信した時だけ、スケ lレチが聞きます。
V F Oモードはもとより、メモリーチャンネノレモードお
よびコールチャンネルモードでも DT S S運用ができま
す。
DRU- 1（別売）を取り付けた時は、受信時のみ動作しま
す。
CTCSSがレピーターを通過できないのに対し、 DT S S
はレピーターをf吏用できます。
2秒以上信号が無くなると、スケルチは閉じます。

ロT S S r  nr , n ιι ，ι，ι， 
S & R F  l  8  5  7  9 - 0 V ε A -

5-8-1 DT S Sコード
DTSSコードは、 000～999 (3桁表示）の中から選びま
す。 DTU- 2（別売）組み込み時の初期設定値は000です。
メモリーチャンネル1～3 には、 V F O動作で設定した
DTSSコードをメモリーできます。
メモリーチャンネノレ4～20やコールチャンネノレには、
DTSS コードはメモリーできませんが、それぞれの
モードの動作時にDT S Sコードが設定できます。ただ
し設定されたコードは各モード共通のためすべての
モードで同一コードとなります。

5・8・2 DT S Sコードの設定方法
・同調つまみによる設定

1. DR/ DTキーをf甲します。
DTS S 表示が点灯しま
す。

2. 次にF キーを押し、 F表示
が点灯（10秒間）している
聞に、 DR/ DTキーをt甲し
ます。 DT S Sコードの 1桁
目が点滅します。

3. 同調つまみを回して希望
の数値を選びます。

4. DR/ DTキーを押すと 2桁
目が点滅します。

5. 同様にして2桁目、 3桁目
も、同調つまみで選んで
D R  / DTキーで設定しま
す。 3 桁 目が終了する
と、 1 の状態に戻りま
す。

b"tr(;;' [( 
~8 。①＠。＠ θ 。⑪
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．マイクロホンのテンキーによる設定

( MC- 44DM（別売）を使用した時）

1. DR /  D T キーを押して
DT S S表示を点灯させま
す。

2. 次にF キーを押してF表示
が点灯（10秒間）している
聞にDR/ DTキーを押しま
す。 DT S S コード設定
モードになり 1桁目の
コードが点滅します。

3. マイクロホンのO～9キー
を押して希望の数値を設
定します。

4. 1桁目の設定が終了し、 2
桁目が点滅します。

5. 同様にしてマイクロホン
のO～9キーで2桁目、 3桁
目を設定します。 3桁目
が終了す ると、
DT S S コード設定モード
は解除されます。

ご注意

·~di·~ む

iぎ包郵
愈＆務

言語扇民間I)

途中で、 DR/ DTキー以外のキーを押したり、 10秒以上何も操作し
ないと、表示中のDT S SコードのままDTS Sコード設定モードは解
除されます。
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5- 8- 3 メモリーへの書き込み
e v F o周波数等とDTSSコードを同時にメモリーする。

1. V F Oでメモリーしたい周波数を選択します。
2. 前項5-8-2の操作で希望の DT S S コードを設定しま

す。
3. Fキーを押します。
4. 同調つまみまたはマイクロホンのUP / D羽TNスイッチ

で、希望のメモリーチャンネル（1～3チャンネル）を
選びます。

5. MR / Mキーをf甲します。

{  ~t 培官”（ 剛明田 fて可；＇. D" " O
4 弘 1町田竺竺B L¥J 
、冨／α：？＞ 0①⑪ o⑪＠。＠こ

．メモリーチャンネル（1～3チャンネル）のDTSSコード
を書き換える

1. メモリーチャンネル動作中にF キーを押し、 F表示が
点灯している聞にDR/ DTキーを押します。
DT S S コード設定モードになり、コードの 1桁目が点
滅します。

変更したいコードに設定します。

2. Fキーを押し、 10秒以内にMR / Mキーを押します。



5・8- 4 DT S Sコードを使った交信

1. S QLつまみを時計方向に
回して“ ザー” という音が消
える位置にします。

2. DR/ DTキーを押します。 I  DT S S  OF F  
DR / DTキーを押すたびに ｜ページング OF F
DT S S機能とページングが '  
順次ON/ OFFします。
( 5・10ページング参照） I  DT S S  O N  
DT S S表示を点灯させま ｜ページング OF F
す。＇ '  

3. 交信 する 周波数と
DT S S コードを確認しま I  DT S S  OF F  
す。 ！ページング ON

， 』 1

・受信
4. 設定したコードと一致した信号を受信するとスケル

チが聞きます0

・送信
5. P T Tスイッチを押すと、押しはじめに約0.5秒間コー

ドが送出されます。

ご注意
コード送出中は音声はカットされます。

6. DT S S機能を解除する場合は、上記2の方法でDT S S
表示を消してください。

5・8・5 DT S Sコードを使ったレピーター運用

ご注意
レピーターのI Dとコードが重なる場合は動作しないことがありま
す。その場合は、 I D送出後にもう一度P T Tを押してコードを送出
してください。

受信機がパワーセーブ状態であったり、レピーターの
応答時間が異なると、送信したコードが相手局に正常
に受信されず、誤動作することが考えられます。
これを防止するため、コードを送出する前にディレイ
（遅延）時聞を設定しであります。
．ディレイ時間

通常の送信時は 250mSです（変更できません）。
SHI F T、スプリット運用時の初期設定は450mSです
が、 750mS、850mS、l OOOmS に切り換えられ ま

Lー｜秒以上押す
3. 同調つまみまたはマイクロホンのU P / D羽TNスイッ

チで希望のディレイ時間に変更します。
いづれかのキーを押すか、 10秒以上キー入力しない
と、ディレイ時間設定モードは終了します。
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5- 9 デジタルレコーディング（DRS )

デジタノレレコーディングユニット DRU- I（別売）をつ
けることで、送・受信信号の音声を録音／再生できま
す。留守番モードを選択すれば、留守中録音も出来ま
す。
DTS Sまたはページングの受信機能と併用することも
できます。
F キーを 1秒以上押し、 F 表示が点滅している聞に
DR/ DTキーを押します。この操作をする毎に次の 3つ
のモードに変わります。

通常モード→DRS設定モード→DRSコントロールモードキ

↑ ↓  
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0：録音、再生 OK. 1：録音 LOCK. 2：録音、再生 L OCK
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e DR Sコントロールモード

1. 受信音の自動録音のON/ OF Fを設定します。
DRS表示が点滅します。

2. 外部からのDT MF信号により DRS 機能をリモートコ
ントロールできます。
DRS表示が点灯に変わります 0

・通常モード

DRS機能の解除

5・9・1 録音の前に

録音の前に、音質レベノレ、最大フレーズ数、録音をい
れるフレーズ番号の選択を行ないます。初期設定値は
以下の通りです。

音質レベル
最大フレーズ数、
録音をいれるフレーズ

初期設定値のままでよい場合は、 5-9-4
み下さい。

レベル1
8  
1  

録音からお読



5- 9・2 音質の選択
1. F キーを 1秒以上押し、 F 表示が点滅している聞に

DR/ DTキーを押してDRS設定モードにします。 DRS
表示が点灯します。

2. TONE/ SHI F Tキーを押します。押すたびに音質レベ
ル表示が1→2→3→1に変わります。レベル1が標準
の音声です。レベル 2,3 は、録音時間がそれぞれ
2倍、 3倍に伸びますが音質が粗くなります。

5- 9- 3 最大フレーズ数の選択
1. F キーを 1秒以上押し、 F 表示が点滅している聞に

DR/ DTキーを押してDRS設定モードにします。 DRS
表示が点灯します。
BEL L / ALキーを押して、最大フレーズ数を選択しま
す。
最大フレーズ表示は 8→ 4→ 2→ 1→ 8… と変わりま
す。 フレース数

・最大フレーズ数、音質レベル、録音（再生）時間の関
係

最大フレーズ数8、音質レベル 1（標準）を選択する
と、 1フレーズの録音時間は4秒です。フレーズは、
1,2, • • • 8までありますので、 8種類の録音が出来ま
す。
長い録音をしたい場合は、最大フレーズ数1、音質
レベル3を選択すると、録音時間は 96秒になりま
す。この場合フレーズは 1つだけですので、別の録
音をする時は、現在録音されている信号は消去され
ます。
必要により最大フレーズ数と音質レベルを設定して
くださしユ。

フレーズごとの録音（再生）時間の設定はできませ
ん。

最大 音質レベル
フレーズ数 1  2  3  

8  4  8  12 

4  8  16 24 

2  16 32 48 

1  32 64 96 

（秒／フレーズ）
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5-9・4 録音
・受信音の録音

1. 録音したい周波数を設定
します。 V F O動作、メモ
リーチャンネノレ動作、
コールチャンネル動作の
いずれでも録音出来ま
す。

2. F キーを 1秒以上押し、 F
表示が点滅している聞に
DR/ DTキーを押して設定
モードにします。
DRS表示が点灯します。
同調つまみを回して、録
音を入れるフレーズ番号
を選択します。

3. V F O/ M砂V キーを押しま
す。受信信号の録音が始
まり、録音時間（秒単位）
をカウントします。

4. 録音時間表示が00になっ
たら録音は止まります。
続けて録音したい場合
は、同調つまみで別のフ
レーズを設定し、 V F O
/ M砂V キーを押して下さ
い。録音中にいづれかの
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録音したい
フレーズ番号

｜秒以上押す

経過時間

キーを押した場合も、録
音は終了します0

．マイクロホンからの録音

1. F キーを 1秒以上押し、 F
表示が点滅している聞に
DR/ DTキーを押して設定
モードにします。
DRS表示が点灯します。
同調つまみを回して、録
音を入れるフレーズ番号
を選択します。

2. MR / Mキーを f甲します。
マイクロホンの音声の録
音が始まり、録音時間
（秒単位）をカウントしま
す。
送信している内容を録音
したい場合はP T Tスイッ
チを t甲しなカまら MR / M
キーを押します。

3. 録音時聞が00になったら
録音は止まります。続け
て録音したい場合は、同
調つまみで別のフレーズ
を設定して下さしユ。録音
中にいづれかのキーを押
した場合も、録音は終了
します。

ノ》ー



5- 9・5 再生
1. F キーを 1秒以上押し、 F

表示が点滅している聞に
DR / DTキーを押して設定
モードにします。
DR S表示が点灯します。

同調つまみを回して、再1ぽbaa_r [~ 
生したいフレーズ番号をパミ弱 8ゐ8° 88。＠
選択します。 、 、

す！日り！持？？｜巴： t~ 文 re
3. 再生し終わった時、また

はいずれかのキーを押し
た時、再生は終了しま
す。

5・9・6 留守番モード
1. 録音したい周波数を設定

します。 V F O動作、メモ
リーチャンネル動作、
コールチャンネル動作の
いずれでも録音出来ま
す。

2. F キーを 1秒以上押し、 F
表示が点滅している聞に
DR / DTキーを押して設定
モードにします。

同調つまみを回して、録
音したいフレーズ番号を
選択します。

3. F キーを 1秒以上押し、 F
表示が点滅している聞に
もう一度DR / DTキーを押
して DR S コントロール
モードにします。
DR S表示が点滅します。

4. BEL L / ALキーをt甲します
とBE L L表示が点灯し、
録音待機状態（留守番
モード）となります。
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5. 信号が入りスケルチが開く等BE L L表示点滅の条件
が満たされると受信信号の録音が始まります。
( BELL機能の警報音は鳴りません。）
CTCSS, DTSS およびページング機能も有効です。
DT MFユニットが組み込まれていないときでも、
DTS Sの受信だけは機能します。

6. 設定した録音時間になるか、スケルチが閉じるとそのフ
レーズでの録音は終了し、そのフレーズは録音ロック状
態になります。そのフレーズはロックが解除きれるまで
次の録音はきれません。トランシーパーは自動的に次の
フレーズになり、次にスケルチが聞くのを待ちます。

ご注意
1. 録音ロックされているフレーズはスキップしま

す。
2. 空きフレーズがないときは録音できません。

7. 留守番モードの表示
録音待機状態
録音中および録音終了
留守番モードOF F

0  ロックの解除

ベル表示が点灯
ベル表示が点滅
ベル表示が消灯

3桁目の表示が1の時は、録音がロックきれていますので、
おなじフレーズに新たな録音はできません。
3桁目の表示が2の時は、録音および再生ともにロックされ
ていますので、そのフレーズに新たな録音をしたり、その
フレーズを再生することができません。
ロック状態の解除はREV/ STEPキーを押して3桁目の表示
をOにします。
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5- 9・7 DRS機能の外部からのコントロール
( DTMFコントロールモード）

DT MF信号によって、外部からDRS機能をコントロー
ルできます。

1. 受信周波数を選びます。

2. DRS設定モードにしてフレーズ数、音質レベル、お
よび暗証番号を設定します。

(5-9-1/2、5・9・5および5-9-8参照）

ロザg・・r … r n；沼町 1  
卓司h ｜四 aaGB I  I  ｜、J

~Areθ 。①＠。＠＠。 g

l秒以上押す



外部からのコントロールはDT S S、ページングが設定
されていても、 DT S S、ページングに関係なくできま
す。

5- 9・8 暗証番号の設定
暗証番号は0000～9999までの4桁の中から選びます。

1. F キーを 1秒以上押し、 F 表示が点滅している聞に
DR / DTキーを押します。 DRS設定モ」ドになり、
DRS表示が点灯します。

l秒以上押す

2. MHz / L OCKキーを押します。
4桁の表示となり 1桁目が点滅します。

「Q＂ず車内 i 、i 〆 由同 1刊で）：＇. .O""'
d 昌弘｜田二apaa 1  ' - /  

、~（，...＿＿，...＿＿，...＿＿，...＿＿，...＿＿，...＿＿「

3 同調つまみを回して 1桁目の数値を設定して、
MHz / L OCKキーを押します。
2桁目が点滅に変わります。

「信ず智（ 品：：： ro，加工0

0 止とJ 大土一

5. 同様にして3桁目および4桁目を設定します。
4桁目の設定が終わると自動的にDRS設定モードに
戻ります。

0MC- 4 4DM（別売）でも設定できます。
1.2 の操作を行った後0～9キーを押します。
キーを押すごとに設定され、設定が終わると周波数
表示に戻ります。

5- 9- 9 外部からのコントロール方法
外部からのコントロール方法は、認識コード非に、 4
桁の暗証番号及び3桁のコマンドコードを順次送信
します。
例： 暗証番号が1234で、第一フレーズにメッセー
ジを録音したい時は；
#  1  2  3  4 長 0 1  

と送ります。（コマンドコードは次ページを参照）
暗証番号の先頭から続く“ 0“ は省略できます。

ご注意
留守番モードが設定されている時は、そのフレーズが録音中の場
合、録音が終了するかまたはすべてのフレーズが録音ロックにな
るまで外部からのコントロールはできません。
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eoRsコントロールコマンド表
ご注意： D T MF信号を送る場合はそれぞれのキーは5
秒以内に押してください。 5秒以上間隔があくと、そ
れ以前に送ったD T MF信号はクリアされます。

ーモ 社
。。 録音ストップ 録音ストップ

01 第1フレーズに録音

02 第2フレーズに録音

03 第3フレーズに録音

04 第4フレーズに録音

05 第5フレーズに録音

06 第6フレーズに録音

07 第7フレーズに録音

08 第8フレーズに録音

録音ロックされてい
09 ないフレーズに1フ

レーズ単位で録音
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10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

全フレーズの録音
ロック解除

第1フレーズの録音 音質の選択を1に設定
ロック解除

第2フレーズの録音 音質の選択を2に設定
ロック解除

第3フレーズの録音 音質の選択を3に設定
ロック解除

第4フレーズの録音
ロック解除

第5フレーズの録音 フレーズ数を1に設定
ロック解除

第6フレーズの録音 フレーズ数を2に設定
ロック解除

第7フレーズの録音 プレーズ数を4に設定
ロック解除

第8フレ戸ズの録音 フレーズ数を8に設定
ロック解除

留守番モードO N 留守番モードOF F



5・10 ページング
オプションのDT MFユニット（DTU- 2）を取り付けた時
に動作します。ただし、デジタ Jレレコーディンングユ
ニット（DRU- I）を取り付けた時は待ち受けのみ可能で
す。
ページングはDT MF信号を使い、グループ全員を呼び
出したり、特定局を呼び出したり、待ち受けたりする
便利な機能です。

F:  145. 660MHz 
自局コート

例 メンバー2を呼び出した時

メンノ可 ？ 〆ンノ，－ I  ι  メンバ－ 3

あらかじめ共通のグループコードと、各自の個別コー
ドを決めておきます。
コードはそれぞれ000～999 (3桁）の中から選びます。
DTSS と違って受信側には相手局のコードが表示され
るため、呼び出した局がわかります。
自局の個別コードで呼び出された時は、相手局の個別
コードが表示され、グりレープコードで呼び出された時
は、そのグループコードが表示されます。

ページング操作手順

相手局の周波数に合わせる。

ページングモードにする。

自局のコードを設定する。

呼び出したい局の
コードを設定する。

送信する。

呼び出し 待ち受け
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5- 10・1 ページングコードメモリー
ページング専用メモリーは5個あります。

用途

P A  自局のコードをメモリーします。

PO 受信時に、自局を呼び出した局の
コードを自動的にメモリーします。
呼び出す相手局のコードも一時的に
設定できます。

Pl～P3 グループコードや相手局のコードを
メモリーします。

5・10・2 ページング用コードの設定方法

2. 次にF キーを押し、 F表示
が点灯している聞にD R [  
D Tキーを押すとコード
設定モードになりメモ
リー表示が点滅します。
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3. 同調つまみ（またはD T MF付
きマイクロホン（別売）の0～3ま
たはA キー）で、希望のメモ
リー（A, O～3）を設定しま
す。

4. DR / DTキーを押すと、 1
桁目のコードが点滅しま
す。

5. 同調つまみで希望の数値
を選び、 DR / DTキーを押
します（またはD T MF付きマイ
クロホン（別売）のO～ 9キーを押
します）。
1桁目が終了し2桁目が点
滅します。

6. 同様に 2桁目、 3桁目も、
同調つまみ等で選んで
DR / DTキーで設定しま
す。

7. このまま 10秒以上経過す
るか、 DR / DTキーまたは
MR / Mキー以外のキーを
押すとコードが設定され
ます。



次のようなメンバーのグループで、交信する場
合を例に説明します。
打合せ周波数
自局個別コード
メンバー1個別コード
メンバー2個別コード
メンバー3個別コード
グループコード

自局のメモリー
P A  111 
PO 
Pl  
P2 444 
P3 789 

メンバー2のメモリ－
P A  333 
PO 
P3 789 

145. 660MHz 
111 
222 
333 
444 
789 

メンバー1のメモリ－
P A  222 
PO 
P2 789 

メンバ－ 3のメモリー
P A  444 
PO 
Pl  789 
P2 111 

5- 10- 3 ページングの送信（呼び出し）
自局のコードをあらかじめメモリーP Aに設定しておき
ます。（自局は常にP Aに設定します。）

1. 相手局と決めておいた周波数にします。

2. D R  / DTキーを押してP表示を点灯させます。

P 表示は
ページング

｜機能ONを示
します。

相手局のトランシーパーもページング機能はONにしておきます。

3. F キーを押し、 F表示が点灯している聞にDR / DTキー
を押します。

4. 同調つまみで相手局のコードがメモリーされている
番号を選びます。
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グループ全員を呼び出す場合

l. グループ全員を呼び出す場合は、グループコードが
メモリーされている番号を選びます。
この例のメンバーの場合は、 P3です。

2. P T Tを一回押すかDR / DT、MR / Mキー以外のキーを
押して周波数表示にもどします。

3. P T Tスイッチを押します。

145. 660MHz 
789発111

周波数と一緒に、グループコード 789 と、白局の個別
コード111が送信されます。
正常にコードが送信されていると、 D T MF音が鳴ります。

ご注意
レピーターのI Dとコードが重なる場合は動作しないことがありま
す。その場合は、 I D送出後にもう一度P T Tを押してコードを送出
してください。
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特定のメンバーを呼び出す場合（例：メンバー3を呼び、出す）

1. 特定のメンバーを呼び出す場合は、相手局の個別
コードがメモリーされている番号を選ぶか、またはPOに
相手局の個別コード書き込みます。
この例の場合は、メンパー3の個別コードはPZです。

2. P T Tを一回押すかDR / DT、MR / Mキー以外のキーを
押して周波数表示にもどします。

3. P T Tスイッチを押します。

145. 660MHz 
444発 111

周波数と一緒に、相手局の個別コード 444 と、自局の
個別コード111が送信されます。



5-10-4 ページングの受信（待ち受け）
1. 相手局と決めておいた周波数にします。
2. DR / DTキーを押してP表示を点灯させます。

個別コードで待ち受ける場合（例：メンバー3を待ち受ける）

3. 自局の個別コードで呼び出されると、メモリ一番号
はO ( KENWOOD製の場合以下同） になります。
この時表示されるコードは、相手局の個別コードで
す。（例 周波数：145. 660MHz

相手局の個別コード：444)

相手局のコード

点滅

0を表示し、個別呼び出しさ
れていることをを示します。

4. スケルチが聞き相手局の音声が聞こえます。

5. メモリーPOには相手局の個別コードがメモリーされ
ましたので、このまま送信すると自局の個別コード
と相手局の個別コードが送信され簡単に相手局に応
答できます。

晴局の
｜トランシーパー

145. 660MHz 
444持 111

0~ r,1/ 
一度送信すると、表示は周波数表示に戻ります。

相手局が確認されたらページング機能は解除してくだ
さい。ページング機能を解除するとコードは送信され
ませんので交信がしやすくなります。

相手のコードが受信できなかった場合ディスプレイパ
ネルはErr po表示になります。

r
 

r
 

rr－
 

P[ I  
S & A F  - 1 - 8一一一－ 5 - 7 - 9 - 0 V E R -
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グループコードで待ち受ける場合

1 グループコードで呼び出されると、グループ全員の
スケルチが聞き受信状態となります。

共通のグループコードと、そのコードがメモリーさ
れているメモリ一番号が表示されます。
（例 グ’ ループコード789は3 CHにメモリーされているのです

グルーてプコード

0以外を表示し、グループ呼出し
されていることをを示します。

5・10・5 コードのロックアウ卜
（ページング機能の受信動作のみ禁止します。）
Pl ～3に個別コードをメモリーしておくと、他局どう
しの交信もコードが合えば受信してしまいます。送信
専用にするにはそのメモリーをロックアウトします。

また、同一周波数で、 2つ以上のグループと交信して
いる場合など、特定のグループだけを待ち受けするに
は、待ち受けを一時止めたいグループコードを、ロッ
クアウトします。

．ページング用メモリーのロックアウト

1. コード設定モードにして、同調つまみでロックアウ
トしたい番号を表示します。
ただしメモリーA およびOはロックアウトできませ
ん。

2. MR / Mキーをt甲します。

＊マークが点灯しそのメモリーはロックアウトされ2. このまま P T Tスイッチを押すと、表示中のコード ます。789 と、白局の個別コードが共に送信され、グルー
プ交信にワンタッチで参加できます。 3. 解除には1.2を繰り返します。

3. 相手局が確認されたらページング機能はOF Fにして
交信します。
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5・11 ，，.くj レ（BELL)

相手局からの着信や、留守中の着信を、アラーム音や
ベル表示で、知らせる機能です。ベル機能が動作してい
る聞は、音声信号は入りません。
CTCSS、DT S S機能およびページング機能と併用する
と、特定局からの着信を待ち受けすることができま
す。

ご注意
1. CTCSS機能がO Nの時は、トーン信号が1秒以上一致した時だ

けベル機能が動作します。
2. DT S S機能がO Nの時は、 DT S Sコードが一致した時だ、けベル

機能が動作します。
3. ページジング機能がO Nの時は、ページングコードカレ致し

た時だけべ Jレ機能が動作します。

1. S QLつまみを右に回し
て、“ ザー” という音を
消します。

2. BEL L /  A Lキーを押し、
ベル表示を点灯させま
す。

3. 信号が入りスケルチが
聞くと、約5秒間アラー
ム音（プルプル）が鳴り、
ベル表示が点滅し、経
過時間のカウントを開
始します。

4. 経過時間表示は 1分きざ
みで、最大 59時間 59分
までです。カウント中
に 新 し い 信 号 が 入 る
と、今までの経過時間
はクリアされ、最新の
信号を受信してからの
経過時間をカウントし
ます。

0 ム ~o 叩

5. 経過時間表示中に何らかのキー操作すると、ベル機
能は解除されます。

6. 一度も信号が入らない状態でベル機能を解除するに
は、 BEL L / ALキーをもう一度押します。

ご注意
1. マイクロホンのP Fキーがモニタースイッチに設定されて

いる場合は、ベノレ機能が動作している聞も、 P Fキーを押
すと音声を聞くことが出来ます。

2. ベル機能は、受信した電波の質（音声の低域歪や、イグ
ニッションノイズの混入等）で、誤動作する場合がありま
す。この場合、オプションのTSU- 6を組み込んで、 CTCSS
周波数を141. 3Hz以下に設定することにより、これらの影
響を受けにくくすることが出来ます。
レピーター使用時は、レピーターの性質上CTCSS機能が使
えません。 DT S S機能と併用することをおすすめします。

3. ベル機能がO Nのときはオートパワーオフおよびスキャン
機能は動作しません。
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5- 12 オートパワーオフ（APO)
電源の切り忘れによる電力の消耗を防ぐ機能です。
スキャン中は、オートパワーオフにはなりません。
初期設定はOF Fの状態です。

1. APO機能をON( OFF）するには、 F キーを 1秒以上押
した後、 10秒以内にMHz / L OCKキーを押します。
APO表示が点灯（消灯）します。

受信状態で2時間59分以上信号入力もキー操作もない
と、 APO表示が点滅し約5秒間ビープ音が鳴ります。
その後1分以上信号入力もキー操作もないと、ディス
プレイは下記表示となり、すべての機能が停止し、
オートパワーオフ状態になります。

2. オートパワーオフ状態を解除するには、電源スイッ
チをいったんOF Fにし、再度ONにしてください。

』｝王意

1. オートパワーオフ中でもわずかな電流が流れています。使用し
ない場合には必ず電源をOF Fにしてください。

2. A P O機能をO Nにした後、ベル機能をO Nにすると、ベル機能が
解除されるまでオートパワーオフは機能しません（表示は点灯
しています）。

48 

5- 13 ディマー（DI M)

（照明の明るさ切り換え）
照明の明るさを4段階に切り換えることができます。

1. F キーを押した後、 F 表示が点灯している聞に
L O羽T/Dl 乱fキーをf甲します。

2. 同調つまみまたはマイクロホンのUP / DWNキーで希
望の数値を選択します。

。＇Q" Q「” l 剛咽叩

I  d2 

B0③8。⑪＠。＠

3. 10秒以上キー入力をしないと表示されているレベル
が設定され、もとの周波数表示にもどります。



5- 14 ビープ音（BEEP)

ビープ音のON/ OF Fができます。
Fキーを1秒以上押した後10秒以内にREV/ STEPキーを
押します。
この操作をするたびにビープ音のO NまたはOF Fが設
定できます。
5・15 ロック（LOCK)

ロック機能は3種類あります0

．マイクロホンのキーロック

マイクロホンの背面にある
スイッチを L OC K但日にすると
マイクロホンのP T Tを除く全
てのキーが動作しなくなり
ます。

e L OCK（ロック）

パネル面のキーと同調つまみの動作を禁止します。（ただ
しFおよびMHz / LOCKキーは動作します。）
ただしマイクロホンの機能は動作します。
F キーを押した後10秒以内にMHz / L OCKキーを押し
ます。 L OCK表示が点灯します。

r©"9"•··r L国昭＂＂＇＂ ro:::o町

- I  吋：33. 020 I、J、d ぞ砲。轡＠。＠＠。＠二
L OCKの解除はもう一度F キーを押した後10秒以内に
MHz / L OCKキーを押します。

eA. LOCK（オールロック）

パワースイッチ、ボリューム、スケルチを除くすべ
ての動作を禁止します。

L OCK表示が点灯しているときにいったん電源を切
り、 MHz / L OCKキーを押しながら電源をいれます。
A. L OCK表示が点灯します。

O~Jo~- 

A. LOCK の解除はもう一度電源を切り、 MHz / L OCK
キーを押しながら電源をいれます。

A. LOCK動作はV F Oリセット、メモリーリセットをし
ても解除されません。

QA. L OCK時の電子音

A. LOCK動作時、マイクロホンの CAL Lキー、 V F O
キ一、 M RキーおよびP Fキーを押すとそれぞれの
キ一対応した特殊な電子音がスピーカーからでま
す。
マイクロホンの他のキーおよび無線機のキーを押し
た時は通常のビープ音なります。
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6 保守
6・1 アフターサービス
1. 保証書

保証書は必ず所定事項（ご購入店名、ご購入日）の記入および記載内容をお確かめの上、大切に保存してくださ

2. 保証期間
保証期間はお買い上げの日より 1年間です。正常なご使用状態でこの期間内に万一故障が生じた場合、お手数で
すが製品に保証書を添えて、お買い上げの販売店または当社サービスセンター、営業所にご相談ください。保
証書の規定に従って修理いたします。

3. 保証期間経過後の修理
保証期間経過後の修理については、お買い上げの販売店または当社サービスセンター、営業所にご相談ください。
修理によって機能が維持できる場合、お客様のご要望により有料で修理いたします。当社は、この144MHz /430MHz /  
1200MHz  F Mカートランシーパーの補修用性能部品を製造打ち切り後最低 8年保有しています。

4. アフターサービス
アフターサービスについてご不明な点は、お買い上げの販売店または当社サービスセンター、営業所にご遠慮
なくご相談ください。

6・2 故障とお考えになるまえに
次のような症状は、故障ではありませんのでよくお調べください。

症状 原因 処置

1. 電源コードの接続が逆になっている。 1. 付属のDCコードは赤が＋極、黒が一極です。
電源スイッチを入れてもディスプ
レイに何も表示しない。 2. ヒューズが切れている。 2. ヒューズが切れた原因に関する修理をした後、

指定容量のヒューズと交換してください。

ディスプレイの表示が暗い。 1. 電源電圧が低下している。 1. 電源電圧はDC13. 8V士15%(11. 7～15. SV）です。
2. DI Mのレベルが暗いほうに設定されている。 2. Fキー続いてL OW/ DI Mキーを押して好みのレ

ベルに設定してください。
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症状 原因 処置

受信できない。 1. スケルチが閉じている。 1. S QLつまみを再調整してください。
V OLつまみを回しでも、スピー 2. オプションTSU- 6をとりつけている場合。 2. CT CS SをOF Fにしてください。 (29ページ）
カーから音が出ない。 トーンスケルチが動作している（CT CS S表示

がついている）。
3. オプションDTU- 2をとりつけている場合。 3. DT S SまたはページングをOF Fにしてください。

DT S SまたはページングがO Nになっている。 (33ページ）
4. ベルがO Nになっている。 4. ベルをOF Fにしてくださし」 (47ページ）

送信できない。 1. マイクロホン端子の差し込み不完全。 1. マイクロホンを確実に差し込んでください。
2. アンテナの接続不良。 2. アンテナを確実に接続してください。

電源スイッチをいれた時、前に パックアップ用リチウム電池の寿命です。 ご購入店または当社サービスセンターで電池を交換し
メモリーした周波数が消えて初 てください（有料）。
期設定値になる。

レピーターをアクセスできな トーン周波数等レピーターによる交信の条件が レピーターによる交信参照。 (26ページ）
し〉。 満たされていない。

RC- 20を接続しでも RC- 20が動 トランシーパーの外部コントロール系がRC- 20 いったんトランシーパーの電源を切って、V F O/ M砂V
作しない。 対応になっていない。 キーを押しながら電源をO Nにしてください。

RC- 10を接続しでも RC- 10が動 トランシーパーの外部コントロール系がRC- 10 いったんトランシーパーの電源を切って、 CAL Lキー
作しない。 対応になっていない。 を押しながら電源をO Nにしてください。

同調つまみを回しても、キーを 1. ロックカまO Nになっている。 1. Fキーを押した後10秒以内にMHz / L OCKキーを押
押しでも表示が変化しない。 1. オールロックがO Nになっている。 してください。

2. MHz / L OCKキーを押しながら電源をO Nにし，続い
て1の操作をしてください。
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7  オプション

スピ力 （車載用）

SP- 41 
D C安定化電源
( I OWタイプ用）（注）

PS- 23 
( TM- 241/ 441のみ）

スピー力一（車載用）

S P- 50B 
D C安定化電源（注）

PS- 33 

；
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マイクロホン
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（注） I  PS  33 I  PS- 23 
出力電流 I15A倣庁統負荷1分送信、1分受信） I  4. 5A（断続負荷1分送信、1分受信）
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デジタ Jレ・レコーディング
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8  オプションの取り付け
ご注意
1. ケースの取り外し、取り付けの前には、必ず電源

スイッチ（固定局の場合はDC電源の電源スイッチ
を含む）をOF Fにし、電源コードを抜いてくださ

2. デジタルレコーディングユニット（DR U・1）と
DT MFユニット（DTU- 2）を同時に組み込むことはで
きません。どちらか一方を選択してください。

8・1 CT CS Sユニッ卜（T S U・6)

1. 上側ケースのねじ 2本を 爪を後方へ引き抜いてから上へはずす。

外します。
2. ケースを外します。

3. T S U・6付属のクッション
（小）をユニットの裏側（コ
ネクターのついていない 爪

側）に貼り付けます。本 a

体のコネクターをユニツ y ツンミノ

トに接続します。

4. ユニットをシールドケー
スの上に貼付けます。

5. コードをはさまないよう
に注意しながら上側ケー
スを取り付けます。

6. 上面のネジを締めます。
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図 1

8・2 デジタル・レコーディング・ユニッ卜
( DRU・1)

1. T S U・6の取り付けを参考
にケースを開けます。

2. 3つのコネクターを本体
に差込みます。

3. 両面テープの剥離紙をは
がします。

4. コードをはさまないよう
に注意しながら、ユニッ
トを本体にのせ、付属の
ねじ（1本）で止めます。

5. ケースをかぶせ、ねじを
締めます0

eTSU- 6とDRU- 1を同時に
組み込む場合
DR U・1に付属のクッション
でT S U・6をDRU- 1に貼付け
ます。
（すでに TSU- 6を本体に取り
付けてある場合は、いった
ん外してDR U・1に付け直し
てください。）絶縁のため、
TSU- 6のハンダ面にも残り
のクッションを目占ってくだ
さし l o

図 4



8- 3 DT MFユニッ卜（DTU- 2)
1 上側ケースのねじ 2本を

外します。
2. ケースを外します。

3. DTU- 2 に付属している
クッションをユニットの
裏側（コネクターの付い
ていない但リ）に目占イ寸けま
す。

4. DTU- 2に付属しているコ
ネクターをDTU- 2に取り
付けます。

5. 3つのコネクターを本体
に差込みます。

このコネク？は使用しません

OTU- 2ユニ y ト

※： T M 241/441はCNSに差込む。
6. 両面テープの剥離紙をは TM- 541はCN6に差込む。

がし、ユニットをシール
ドケースの上に貼付けま
す。

7. コードをはさまないよう
に注意しながら上側ケー
スを取り付けます。

8. ケースのねじを取り付け
ます。

eTSU- 6とDT U・2を同時に組み込む場合
下図のように TSU- 6、DTU- 2をシールドケースの上に
それぞれ付属のクッションで貼付けます。

T M 541はCN6に差込む。

すでに TSU- 6を本体に取り付けてある場合は、いった
ん外してシールドケースに TSU- 6 とDTU- 2が同時に載
る位置に付け直してください。
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8- 4 リモートコン卜ローラ（RC- 10)

無線
RC- 10を接続した後に、無線機の CA L Lキーを押し
ながらP OWE RスイッチをO Nにしてください。

J 王意 上記の操作が終了した事を確認後（約1秒後）に次
の操作を行ってください。

この操作はR C・10が接続されている限り、次からは必
要ありません。
あらかじめ RC- 10の取扱説明書をよくお読みくださ
し、。
RC- 10で操作できる機能

① 

② 
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⑥ 
⑤ 

① L C D（液晶表示器）
送受信周波数その他の状態を表示します。

②キーボード
送受信周波数の選択（1～Oキーおよび企 V キー）、メ
モリーチャンネルの選択（1～10）およびメモリー呼び
出し時、 11チャンネル以上の選択（企 V キー）ができ
ます。

③ F（ファンクション）キー
他のキーとの組み合せでできる機能は次の通りで
す。
F. l  

F. 2 

F. 3 

F. 4 

F. 5 

F. 7 

F. 8 

F.O 

F . VFO 

操作するごとにA L TがON/ OF Fします。
( TM- 541のみ）
トランシノマーのスケノレチがO Nしていると
き、操作するごとにスケルチがOF F / ONし
ます。
操作するごとにシフトが＋、 およびシ
ンプレックスに切り換わります。
操作するごとにR E V（リパース）がON/ OF F
します。
操作するごとに T ONE、CT CS S および両
機能OF Fに切り換わります。
操作するごとにメモリーチャンネノレの
ロックアウトカまON/ OF Fします。
操作するごとに RC- 10 のキーロックが
ON/ OF Fします。
トランシパー2台によるデュープレックス
に切り換わります。
操作するごとにコール チャンネルが
ON/ OF Fします。



④M（メモリー）キー
メモリーチャンネルにデータをメモリーするときに
使用します。
メモリーチャンネルの 11以上はRC- 10 から出来ませ
んのでトランシーパー側で行います。

⑤ V OL  MA I N / R MTスイッチ
V OL  MA I N但qのとき、トランシーノてーのボリューム
はトランシーノ f ーのV OLつまみで行います。
R MT側のとき、トランシーパーのボリュームはRC-
10のV OL UME 企 V キーで行います。

⑥ A/ Bスイッチ
トランシーパーを 2台接続したときにリモートコン
トロールするトランシーパーを選択するスイッチで
す。
トランシーパーを 1台接続したとき、このスイッチ
は機能しません。

⑦ V F O/ Mキー
押すたびにV F O動作とメモリー動作が切り換えられ
ます。

⑧ S C AN（スキャン）キー
スキャン動イ乍をON/ OF Fさせます。

⑨ V OL UME（ボリューム）キー
V OL  MA I N / R MTスイッチをR MT側にしたときトラ
ンシーパーの音量が調節できます。
企キーを押している問、トランシーパーの音量が上
がります。
V キーを押している問、トランシーパーの音量が下
がります。

⑩スピーカー
受信音を聞くことができます。

⑪音量セットスイッチ
ハンドセットのスピーカー音量を3段階に切り換主
ます。トランシーノてーの V OL つ まみおよ
V OL UME  • ' Yキーとは独立しています。

⑫ P T T（送信）スイッチ
押している問、送信状態になります。また、スキャ
ン状態のときこのスイッチを押すとスキャン動作が
解除されます。

⑬マイクロホン

RC- 10を接続した時動作しない機能
l . DTSSおよびページング機能
2. DI Mの設定機能
3. タイムアウトタイマーおよびオートパワーオフ機能
4. 付属マイクロホンを RC- 10のコネクタ－ B に取り付け

たとき P T Tスイッチ、 UP / DWNキーおよびマイクロ
ホンを除く機能

5. CTCSSがO Nの時はRC- 10のCT CS S機能は働きませ
ん。

各項目のくわしい操作については RC- 10の取扱説明書を参
照してください。
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8・5 リモートコントローラー ( RC- 20)  

コントローラを R C・10から RC- 20 接続しなおしたとき
には、 RC- 20を接続した後に、無線機のV F O/ M砂V キー
を押しながら P OWE RスイッチをO Nにしてください。
ご注意
1. リセット動作が終了した事を確認後（約1秒後）に次

の操作を行ってください。
2. この操作を行うと、 V F Oの内容は初期状態になり

ます。
3. RC- 10とRC- 20は同時にご使用できません。

次からはこの操作は不要です。

あらかじめR C・2 0の取扱説明書をよくお読みく
ださい。
「一一一一一一一一一一
RC- 20を接続した時動作しない機能
1. DTS Sおよびページング機能
2. DI Mの設定機能
3. タイムアウトタイマーおよびオートパワーオフ機

育E

その他の機能については、 R C・2 0の取扱説明書
に記載されているT M・231/ 431/ 531の項目と同
じです。
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9 参考
・申請書の書き方
本機によりアマチュア無線局を申請する場合は、市販の申請書に下記の事項をまちがいなく記入の上申請して

ください。 O印の箇所には、下記の表より該当する事項を記入してください。また、本機は J ARL登録機種ですか
ら、保証願に登録番号もしくは機種名を記載することにより、送信機系統図を省略することができます。
無 線局 事項書忍び工事設 計書 保証願

⑨ 

姐 工 事d 』f . . 丞信岨 調停，. 信健 使用する卜ランン パ（送信装置）
変更の姐制 耳＂＇噌置圃去 . .  . 岱噌血目＇ . .  . 岨岨E 瞳圭置

岨. .  軍副t世証明轟，， ⑦f捕するフス ⑧付属裟慣 ⑨ 
⑩ （のりづけ）

送信機書号 ⑥活｛！？機の相名等（ i l l ) タの塑名寄り主 2I  lil::ll 
開射胆I胞な F3 
電誼町塑式 ~ 

記入伺j 有
この枠内に、所定の払込用紙を使用して

F B 599DX 向作ブースタ 郵便局または銀行で手数料3, 000円を払込
岡市町円匝凶

第 l 送信側 ⑧ 有 み、そのとき発行される「郵便振替払込

変調め方式 第 2送信機 有
畳付置明書」を隠ってください。

ムロ
定価出力 m 第 3送信機 有 監

終E管・： 名綜個監 ⑥ 

• E ⑤ ／ 
通・.. ・..以 ⑥ 同貧富副主，E置 '  

そl lfl lflI・.. す 電量捷..章 1:Jt:l·U•PI' に輯 L てい晶 画帽画｜司

（注 1)
第 4進計機 毎 関

臨 技術基準適合証明番号か J A R  L 賢録縄

第 5遇U側 有 な 種目萱録番号を記入し、どちらでもない場
く 告は機種名か自作と記入します。

第 6追い機 有 千 '  aト n

TM- 241 TM- 2410 TM- 241S TM- 441 TM- 441D TM- 441S TM- 541 
① 144恥f 144M 144恥f 430M 430M 430M 1200恥f
② 10 25 50 10 25 35 10 

③ 144MHz帯 144MHz帯 144MHz帯 430MHz帯 430MHz帝 430MHz帯 1200MHz帯
④ 恥157715× l 恥157737× l S  AV17× I  恥157752× l 孔157729× l M57788M× l  恥167711× l
⑤ 13. SV 13. SV 13目sv 13. SV 13. SV 13. SV 13. SV 
⑥ 使用する空中線の引式を記入してください。

⑦ 10 25 50 10 25 35 10 
⑧ A039SまたはTM-241 A040LまたはTM-241D A041MまたはTM-241S A042SまたはTM-441 A043LまたはTM-441D A044MまたはTM-441S A045SまたはTM-541
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・送信系統図

TM- 241 /241 D/241 S  

TM- 441/ 441 D/ 4418 

TM- 541 
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（，主）
T M 241 M57715 
T M 241 D  M57737 
TM- 241S.  S- AVl 7 

（，主）

14'  ooo-
＂印＇＂セ

T M 441 :  M57752 
TM- 441 D  ・ M57729 
TM- 441 S  :  M57788爪n



・運用にあたってのご注意
電波を発射する前に

日本アマチュア無線機器工業会（JAIA)
ハムバンドの近くには、多くの業務用無線局の周波数があり運用されています。これらの無線局の至近距離で電波を発射するとアマチュ

ア局が電波法令を満足していても、不測の電波障害が発生することがあり、移動運用の際は十分ご注意ください。特に次の場所での運用は
原則として行わず必要な場合は管理者の承認を得るようにしましょう。
民間航空機内、空港敷地内、新幹線車輔内、業務用無線局及び中継局周辺等。

参考無線局運用規則 第9章 アマチュア局の運用（発射の制限等）
第258条 アマチュア局は、自局の発射する電波が他の無線局の運用又は放送の受信に支障を与え、若しくは与えるおそれがあると

きは、すみやかに当該周波数による電波の発射を中止しなければならない。 以下略
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